
天窓を２ヵ所取り
付けてホールに
明りをとりました。
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今回、表紙でご紹介した設計担当者のコメントです。

雨漏り完全決別宣言で、安心な住まいにリフォーム

『少し強い雨が降ると、雨水が家の中に入ってベタベタになっちゃうから・・・・。 ここの家屋を
上手く修せないかな～。』と相談をいただいて、現場を見たところ、苦しそうに屋根がかぶさって
いる状態でした。ちょうど二つの屋根が流れてくる中央の部分の屋根を今回改修することが一番
のテーマでした。

今までは塩ビの半透明の板材で、屋根がおおわれていたから少しは
明りが射し込むようでしたが、この改修で全て屋根を葺せてしまうと
ホールが真っ暗になってしまうため一方の屋根（軒)を30㎝程延長して
天窓を二ヶ所取り付けました。残りの屋根は板金でハコ型の大きな
U字溝のようなトイ兼屋根を造形して難題の屋根改修をしました。

もう一つのテーマとして、収納が多く欲しいとのことで、大小取り付ける工夫をしました。

築年数が経っているため、床の下地材から全て新しく改修し、床下にはぴっしりと
断熱材を施工し、下からの防寒対策をそなえながら丈夫に造り修すことで、
安心な住まいをご提案させていただきました。

くつろぎの場（居間)は天井が切妻型で中央にはさくらの木が取り付いていて
とても格好が良かったため、この天井を活かしたモダン和風な室内空間に
仕上げることとしました。

納戸と化していた和
室を縁側とつなげて、
10帖の広さのつど
いの部屋に改装

こし窓建具を出入りできるようにしました。この２枚戸は開放的に全開口できます

簡易につなげてある屋根から雨漏りが・・・。
屋根をめっくて一方の瓦屋根を延長し境目は
大きなブリキの箱トイを取り着けます。

雑然としていたキッチンが
収納たっぷりのｼｽﾃﾑｷｯﾁﾝと室内に設置
した多くの収納ですっきりと片付きました。

ご迷惑をお掛けします。宜しくお願い申し上げます
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